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新型インフルエンザについて
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さて、「新型インフルエンザ」シリーズ Ｎo.３です。

　　今回は、各家庭での新型インフルエンザ予防対策の一つとして、今後、発生した場合に備えて用意しておくとよい備蓄品リストをお知らせいたします。
◆各家庭での新型インフルエンザ対策
　～今後の発生に備えて用意しておくとよい備蓄品リスト～
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新型インフルエンザ流行時には、感染の機会を減らすため、できるだけ外出しない（＝買い物に行く機会を減らす）ことが大切です。また、各企業や運送関係などでも病欠者が相次ぐため、物不足・店の人員不足などで臨時休業する店が増えることが予想されます。子どもと家族を守るためには、最低２週間分、できれば新型インフルエンザの発生から大流行期の第１波までの１か月半～２か月分の食料や日用品などを備蓄しておきましょう。
１　食料・水
　ふだん料理をつくっている大人が寝込んだり、あるいは家族全員がほぼ同時に感染したりするケースも考えられます。レトルト食品や缶詰など、長期保存が可能で、なるべく調理しないですぐに食べられるものも用意しておきましょう（特に、高熱がでたり、下痢を起したりしている患者にも食べやすいレトルトのおかゆはおすすめです。） また、食料の備蓄をしている場所や使い方などは、ふだん料理を担当している人だけでなく家族全員が知っておくとよいでしょう。子どもたちにも教えておきましょう。
主食
· 米（無洗米、アルファ米、電子レンジであたためるだけのパックごはん、
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　　　　レトルトのおかゆ）
□　切り餅（水戻し、真空パックのもの）
　□　乾麺（スパゲティ・そば・そうめん・うどんなど）
　□　コーンフレーク、シリアル類
□　クラッカー

　□　ロングライフのパン

おかず　　＊栄養バランスに注意して備えましょう!!
（ビタミンＡはのどや鼻の粘膜を強くする／ビタミンＣはストレスに対する抵抗力をつける）
　□　レトルト食品（カレー、みそ汁、丼もの）
　□　フリーズドライ食品（たまごスープなど）←患者の水分補給・栄養補給にも○　
　□　ジュース（野菜ジュース、フルーツジュース）←発熱時の水分補給にも○
　□　冷凍食品（停電がおきた場合、保存ができないので、備蓄の比率は高くない方がよい）
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　□　缶詰（魚、肉、豆、果物など）
　□　ジャム、バター、マーガリンなど
　□　乾物（わかめ、のり、切干大根など）
　□　インスタントラーメン
その他
　□　甘味（チョコレート、キャラメル、キャンディ、ビスケットなど）
　□　調味料（しょうゆ、砂糖、塩、めんつゆなど）
　□　スポーツドリンク（ペットボトル、粉状のもの）
　□　栄養調整食品（サプリメント）、ゼリー状栄養飲料
　□　ベビーフード（消化がよく、患者も食べやすい）
　□　粉ミルク（乳児のいる家庭では、一缶多く用意しておく）
　□　ロングライフ牛乳（常温長期保存可能な牛乳）、スキムミルク（粉状のもの）
　□　水（断水の可能性を考えて、１人１日３ℓ×家族の人数×２～３日で用意）
　□　プロセスチーズ
２　医薬品・日用品
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新型インフルエンザ発生～流行期は、病院に患者が押し寄せるため、緊急でない病気やケガなどでは、医療機関を受診できなくなる可能性もあります。また、感染予防の観点からも、できるだけ受診しない方がよいと思われます。頭痛薬などの常備薬や持病の薬などは、あらかじめ備蓄しておきましょう。
日用品は、幅広く備えておくことが必要です。
医薬品
　□　常備薬（頭痛薬、胃腸薬、下痢止め、持病の薬）←病院で処方されている
持病薬の内容をメモ
  □　解熱鎮痛剤
インフルエンザで発熱中の１５歳未満の子どもには、アセトアミノフェンは○、アスピリン(サリチル酸系）は×。
　□　マスク
気密性が高くウイルスを通しづらい素材のもの。使い捨てのものを多めに
　□　使い捨てプラスチック手袋
        使い捨て手袋は、介護用品売り場で入手可。鼻水のついたティシュや吐物・汚物の処理、トイレの掃除の時などに必要。使用後は、ビニール袋に入れて密封して捨てる。新型インフルエンザでは、鼻水だけでなく激しい下痢が症状としてあげられており、その中にもウイルスがいる。
　□　うがい薬
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　□　体温計
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　□　水枕、氷枕、保冷剤
　□　使い捨てカイロ、湯たんぽ
　□　消毒用エタノールや家庭用塩素系漂白剤　
酸素系漂白剤は×（消毒効果がないため）
　□　手洗い石けん　

　固形石けんは表面にウイルスが付着するので、液体のものが○
　□　ゴーグル　←　目の粘膜からウイルスの感染を防ぐため
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　□　絆創膏
　□　ガーゼ、コットン
日用品
発生直後に、日用品の買い占めが起こり品物が不足する可能性があります。
また、大流行期には、お店も臨時休業する可能性がありますので、早めに少しずつ備蓄し備えておきましょう。
　□　ビニール袋　

患者が使ったティッシュ、使い捨てマイク、消毒・掃除に使った布などを　　　　　　　　　　　密閉して捨てるため
· 蓋つきの密閉容器（ポリバケツ大のようなもの）
　　　　汚物等を密閉したビニール袋などを、捨てるまでの間、置いておく容器　
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　□　トイレットペーパー、ティッシュペーパー　
　□　懐中電灯、乾電池
　□　携帯電話の充電キット（乾電池式のもの）　　
　□　手まわし発電機
　□　ラジオ　

電気がストップすると、テレビやパソコンで情報が得られなくなるため
　□　カセットコンロ、ガスボンベ　←　ガス供給ストップに備えて　
　□　キッチン用ラップ・アルミホイル
　□　洗剤（衣類用・食器用）
　□　保湿ティッシュ
　□　生理用品・紙おむつ類（女性用、赤ちゃん用、高齢者用などの必要に応じて）
　□　ペットフード（ペットを飼っている家庭）
　□　緊急連絡リスト　
◎参考・引用文献　「新型インフルエンザの学校対策」　東山書房
　                                 国立感染症研究所研究員　岡田晴恵 著
宇部工業高校 保健だより
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1月になって、山口県でも季節のインフ


ルエンザが急速に流行り始め、1月１５日


にインフルエンザ注意報を、２８日には警報を発令し、予防等の注意を呼びかけています。


本校でも、連休明けの１２日から１・２年生を中心に流行し、現在は少しずつ落ち着いてきてはいるものの、新たな罹患者が相変わらず出ている状況です。３年生は家庭学習日に入りますが、１．２年生はインターンシップや修学旅行等を控え、まだまだ注意が必要です。


「うつらない」ための対策も大切ですが、「うつさない」ためにも、前回の保健だよりＮO２に記載しました『咳エチケット』を行うとともに、体調が悪い時には、受診する・休養するなど早めに対応してください。


　インフルエンザに罹患した場合は出席停止となります。証明書を学校からお渡ししますので、医療機関で記入していただいた後、ご提出ください。


提出は、後日でかまいません。（医療機関によっては、独自に出されるところもあります。）


　また、出席停止期間は原則として「解熱した後２日を経過するまで」です。


　しっかりと体調を整えて登校してください。





『咳エチケット』とは


○咳・くしゃみの際にはティッシュなどで口と鼻を押さえ、顔をそむけ、1ｍ以上離れましょう。


○使用後のティッシュはすぐフタ付きのゴミ箱かビニール袋等に入れて捨てましょう。


○症状のある人は、マスクを正しく着用し感染予防に努めましょう。





＊「季節のインフルエンザ」とは、毎年流行している普通のインフルエンザのことです。新型インフルエンザと区別するために、この保健だよりでは「インフルエンザ」と言います。
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＊レトルトのおかゆは、患者の栄養補給に○　








